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直轄の河川・ダム用                          

アンケート調査要領 

■アンケートの目的 

本調査は、河川水辺の国勢調査について、調査手法の見直し等によるコスト縮減や、国交省以外の機

関が実施している調査と連携した効率的・効果的なデータの利活用等の改善方策を検討することを目的

に、河川・ダムの現場等での活用状況及び改善すべき点等について把握するために行うものです。  

 

■調査対象とする事務所・回答者 

 河川水辺の国勢調査の活用については、各地方整備局等の管内で、河川整備計画等の計画策定の際の

利用が最近行われた事務所、工事実施の際の環境保全面での活用が多い事務所、植生管理・占用許可な

どの維持管理面での活用が多い事務所等、事務所によって状況に差異があるかと思います。また、魚類

の面での課題があったり、植物について要注意のものが多かったり、陸上昆虫について先進的な取組を

していたりと、調査の対象とする分類群の面でも、事務所等により重点に差があるかと思います。 

今回のアンケート調査では、河川水辺の国勢調査の活用に関してある程度の知見や問題意識を持つ職

員から、その改善方策についての意見・提案等を頂きたいと考えています。つきましては、各地方整備

局等の本局においては、河川水辺の国勢調査の活用状況等について、河川・ダムの区分別に、次頁のマ

トリックス（表１）に示すように、計画策定、工事実施、維持管理のフェーズごと、河川では 7 つ、ダ

ムでは 8つの分類群ごとに（計 3×（7+8）=45 の区分ごとに）、各事務所等での取組状況や担当職員の知

識、経験等を勘案の上、回答者をそれぞれの区分に付き 1 名以上、割り当ててください（沖縄総合事務

局はダムについて可能な範囲で）。人選に際しての参考情報として、次頁に各フェーズでの河川水辺の国

勢調査の活用事例を付けています。 

なお、分類群間の横断的な比較の視点もありますので、同じ方がいくつかの分類群にわたって回答い

ただくことが可能であれば、その方が好ましいと考えています。また、回答は回答者の個人としての回

答で基本的には結構ですが、過去の事例等についての質問に対しては、過去の取組もできるだけ組織内

で確認の上お答え頂くようお願いします。 

このほか、計画・工事・管理の各フェーズを総合して考えた上で、河川水辺の国勢調査のコスト縮減

方策等についての意見を頂く回答様式も付けていますので、これについても河川については７つ、ダム

については８つの分類群毎に、上のものと同様の考え方で、地方整備局等毎に回答者を１名以上定め、

回答頂くようお願い致します。 

 

■調査結果の整理・提出方法 

各地方整備局本局等においては、エクセルシートの回答票を事務所等から回収した上で、それを「水

国アンケ回答（地整名）.xls」等の名称の一つのファイルに合体させて下さい。さらに、一部の質問で

添付をお願いしている参考資料も「地整名-事務所名-内容を表すキーワード.pdf」等の名称の電子ファ

イルとし、エクセルファイルと合わせて、別紙の事務連絡に記した期限・宛先に電子メール（4MB 程度ま

での場合）又はデータ便にて提出して下さい。なお、提出するエクセルシートのシート名の付け方につ

いて、別紙の「各回答者用の回答要領」で指定していますので、留意して下さい。 
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○アンケート票の回答区分マトリックス 

アンケート調査の対象とする事業フェーズと分類群等のマトリックスは下表の通り。各マスに記され

た文字は、アンケート回答シートのシート名に記載する略称。「各回答者用の回答要領」を参照。 

 

表１ 事業フェーズ等と河川水辺の国勢調査項目の対象分類群等のマトリックス 

①魚類 ②底生動物 ③鳥類
④両生類・爬
虫類・哺乳類

⑤陸上
　昆虫類

⑥植物
⑦動植物プラン
クトン（ダム湖

のみ）

⑧河川・ダム
湖環境基図

計画策定フェーズ 河計魚 河計底 河計鳥 河計両爬哺 河計昆 河計植 河計基

工事実施フェーズ 河工魚 河工底 河工鳥 河工両爬哺 河工昆 河工植 河工基

維持管理フェーズ 河管魚 河管底 河管鳥 河管両爬哺 河管昆 河管植 河管基

コスト縮減等 河コ魚 河コ底 河コ鳥 河コ両爬哺 河コ昆 河コ植 河コ基

計画策定フェーズ ダ計魚 ダ計底 ダ計鳥 ダ計両爬哺 ダ計昆 ダ計植 ダ計プ ダ計基

工事実施フェーズ ダ工魚 ダ工底 ダ工鳥 ダ工両爬哺 ダ工昆 ダ工植 ダ工プ ダ工基

維持管理フェーズ ダ管魚 ダ管底 ダ管鳥 ダ管両爬哺 ダ管昆 ダ管植 ダ管プ ダ管基

コスト縮減等 ダコ魚 ダコ底 ダコ鳥 ダコ両爬哺 ダコ昆 ダコ植 ダコプ ダコ基

河川水辺の国勢調査の対象とする分類群等

ダム事業

河川事業

事業フェーズ等

 

 

○各フェーズ別の河川水辺の国勢調査の活用事例 

 以下の表の情報は、地方整備局等においてアンケートの回答者の選考をするに活用して頂く目的で提

供するものです。アンケートに回答するに際しては、以下の内容にとらわれる必要は全くありません。 

 

 表２ 各フェーズにおける「河川水辺の国勢調査」（表中では「水国」と略称）結果の活用事例 

事業のフェーズ 河川水辺の国勢調査の活用事例 

計画策定 
フェーズ 

河川整備計画等の計画策
定 

水国による生息域分布情報を、河川整備計画等において保
全すべき区域とする場所の設定に活用 

工事による貴重種等への
影響可能性の事前評価 

水国による生息域分布情報を、重要な生息場の回避、工事
時期の適正化等に活用 

工事実施 
フェーズ 

保全対策の立案 水国による生息地分布情報から、生息に適した環境条件を
把握し、保全対策に活用 

河川敷の占用許可、工作物
の設置の許可 

水国による生息域分布情報をもとに、重要な生息場の占用
等の許可を判断 

河川事業 

維持管理 
フェーズ 
 河川の樹木管理 水国の結果から樹木による河道の疎通能力の阻害状況を

把握し対策に反映 

計画策定 
フェーズ 

事業計画の策定・環境影響
評価等 

水国による生息域分布情報を、新設ダムの計画策定におけ
る回避・保全すべき場所の設定や環境影響評価におけるダ
ム完成後の環境変化の予測に活用 

工事による貴重種等への
影響可能性の事前評価 

ダムの建設工事や管理ダムの周辺環境整備等の工事にお
いて、水国による生息域分布情報を、重要な生息場の回避、
工事時期の適正化等に活用 

工事実施 
フェーズ 

保全対策の立案 ダムの建設工事や管理ダムの周辺環境整備等の工事にお
いて、水国による生息地分布情報から、生息に適した環境
条件を把握し、保全対策に活用 

貯水池管理 水国によるプランクトンデータを元に水質対策の検討、オ
オクチバス等外来魚の侵入防止策の検討に活用 

ダム事業 

維持管理 
フェーズ 

湖面利用の環境配慮 水国による水鳥飛来情報を踏まえたボート等湖面利用の
制限や環境配慮、ワカサギ等魚類の生息状況を踏まえた釣
り等湖面利用方法の検討に活用 
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■各回答者用の回答要領 

(1)エクセルシートの操作 

 地方整備局等から分担を割り当てられたそれぞれのアンケート回答者の方が、アンケートに回答する

に際しての回答要領を以下に示します。 

 回答用紙として、別添のエクセルシートに４つのシートがついています。地方整備局等で指定する回

答者の割り当てに従い、以下のシートの中から担当部分に対応するものを選んでお答え下さい。 

①「計画フェーズ」の回答･･･････････「国α計-分類群名-事務所名」のシートを使用 

②「工事フェーズ」の回答･･･････････「国α工-分類群名-事務所名」のシートを使用 

③「管理フェーズ」の回答･･･････････「国α管-分類群名-事務所名」のシートを使用 

④「コスト縮減等」の回答･･･････････「国αコ-分類群名-事務所名」のシートを使用 

なお、回答様式は、各分類群（魚類、底生動物、・・）で共通です。複数の分類群についての回答を担

当される方は、シートをコピーしてお使い下さい。 

シート名については、先頭の「国」の字に続けて、前頁の表１に記した略号と事務所名等の略称（荒

川上流河川事務所を「荒上」、淀川ダム統合管理事務所を「淀ダム統」等、適宜簡略化したもの）をハイ

フン（「-」記号）でつなげたものに変更して下さい。 

例えば、仮に湯沢河川事務所が、「河川」における「魚類」・「底生動物」の「計画フェーズ」・「コスト

縮減等」と、「ダム」における「動植物プランクトン」の「計画フェーズ」のアンケートへの回答を担当

したとした場合、1)「国河計魚-湯沢」、2)「国河計底-湯沢」、3)「国河コ魚-湯沢」、4)「国河コ底-湯沢」、

5) 「国ダ計プ-湯沢」の５つのシートに回答を記入したものを、本局等を通じて提出頂くことになりま

す。この場合には、配布されたエクセルシート中の「工事フェーズ」及び「管理フェーズ」用のシート

は提出不要ですので、本局等への提出に際して削除して下さい。また、回答用のシートを作成する際に

は、「計画フェーズ」用のシートを 2 回、「コスト縮減等」用のシートを 1 回コピーして頂くことになり

ます。 

 

(2)回答に際しての留意事項 

アンケートにおける質問は、自由記述式のものが主体となっています。年度末の忙しい時期の中、大

変お手数をおかけしますが、今後の河川水辺の国勢調査の方向・内容を定めていく上での重要な調査で

すので、回答者として選ばれた方におかれては、十分考えて頂いた上で、自由記述欄にもできるだけ回

答を書き込んで頂きますようお願い致します。 

 

(3)提出頂いた回答の扱い 

お送り頂きました回答結果については、内容を集計・整理したものを、学識経験者で構成される「河

川水辺の国勢調査改善検討委員会」に提出致します。「河川水辺の国勢調査改善検討委員会」への提出資

料は、国土交通省のホームページ上で公開する予定です。この委員会資料等において、アンケート回答

者の個人名を出すことは致しませんが、場合によっては、今後フォローアップの質問等をさせて頂く可

能性はあります。 

それでは、どうぞ宜しくお願い致します。 
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アンケート調査要領 
■アンケートの目的 

本調査は、河川水辺の国勢調査について、調査手法の見直し等によるコスト縮減や、国交省以外の機

関が実施している調査と連携した効率的・効果的なデータの利活用等の改善方策を検討することを目的

に、河川・ダムの現場等での活用状況及び改善すべき点等について把握するために行うものです。  

■調査対象、回答方法 

 河川水辺の国勢調査の活用については、各都道府県の管内で、河川整備計画等の計画策定の際の利用

が最近行われた事務所、工事実施の際の環境保全面での活用が多い事務所、植生管理・占用許可などの

維持管理面での活用が多い事務所等、事務所によって状況に差異があるかと思います。また、魚類の面

での課題があったり、植物について要注意のものが多かったり、陸上昆虫について先進的な取組をして

いたりと、調査の対象とする分類群の面でも、事務所等により重点に差があるかと思います。 

今回のアンケート調査では、河川水辺の国勢調査の活用に関してある程度の知見や問題意識を持つ

方々から、その改善方策についての意見・提案等を頂きたいと考えています。つきましては、各都道府

県の本庁等においては、河川水辺の国勢調査の活用状況等について、河川・ダムの区分別に、次頁のマ

トリックス（表１）に示すように、計画策定、工事実施、維持管理、コスト縮減の４フェーズ等ごと、

分類群ごとに、各事務所等での取組状況や担当職員の知識、経験等を勘案の上、それぞれの区分に付き

原則として 1 名を、回答者として割り当てて頂くようお願いします。なお、河川水辺の国勢調査を近年

（平成 18年以降）実施していない分類群については、回答をして頂く必要はありません（従って、例え

ば、河川及びダムの魚類調査と、河川での植物調査と鳥類調査のみを実施している都道府県の場合であ

れば、計 4×（2+1+1）=16 のシートに回答）。回答者の人選に際しての参考情報として、次頁に各フェー

ズでの河川水辺の国勢調査の活用事例を付けています。 

なお、複数の分類群等について調査を実施している場合、分類群間の横断的な比較の視点もあります

ので、同じ方がいくつかの分類群やフェーズ等にわたって回答いただくことが可能であれば、その方が

好ましいと考えています。また、回答は回答者の個人としての回答で基本的には結構ですが、過去の事

例等についての質問については、可能な範囲で過去の取組も組織内で確認の上お答え頂ければ幸いです。 

コスト縮減についての回答用紙の記入に際しては、計画・工事・管理の各フェーズを総合して考えた

上でのご意見を頂ければと考えています。これについても、河川・ダムの区分別、分類群別に、上のフ

ェーズ別の質問と同様の考え方で、都道府県毎に回答者を原則として１名定め、回答頂くようお願い致

します。河川水辺の国勢調査を実施していない分類群については、回答をして頂く必要はありません。

なお、河川水辺の国勢調査の結果の活用は河川管理担当部局以外の部局（環境部局等）で行われている

場合もありますので、河川水辺の国勢調査の活用状況に関するアンケートを答えるに際しては、可能で

あれば、関連部局にもご確認頂き回答頂ければ有り難く存じます。国で行っている河川水辺の国勢調査

結果を関連部局で利用している場合にも、できるだけそれを含めて回答頂きますようお願い致します。 

■調査結果の整理・提出方法 

各都道府県本庁等のご担当者においては、エクセルシートの回答票を事務所等から回収した上で、そ

れを「1102 水国アンケ回答（都道府県名）.xls」等の名称の一つのファイルに合体させて下さい。さら

に、一部の質問で添付をお願いしている参考資料も「都道府県名-事務所名-内容のキーワード.pdf」等

の名称のファイルとし、合体したエクセルファイルと合わせて、別紙の事務連絡により電子メール等に

より送付して下さい（ファイル容量が全体で 4MB を越える場合はデータ便等で）。なお、送付頂くエクセ

ルのシート名の付け方について、別紙の「各回答者用の回答要領」で指定いますので、ご留意下さい。 

河川水辺の国勢調査を実施している都道府県用
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○アンケート票の回答区分マトリックス 

アンケート調査の対象とする事業フェーズと分類群等のマトリックスは下表の通り。各マスに記され

た文字は、アンケート回答シートのシート名に記載する略称。「各回答者用の回答要領」を参照。 

 

表１ 事業フェーズ等と河川水辺の国勢調査の対象分類群等のマトリックス 

①魚類 ②底生動物 ③鳥類
④両生類・爬
虫類・哺乳類

⑤陸上
　昆虫類

⑥植物
⑦動植物プラン
クトン（ダム湖

のみ）

⑧河川・ダム
湖環境基図

計画策定フェーズ 河計魚 河計底 河計鳥 河計両爬哺 河計昆 河計植 河計基

工事実施フェーズ 河工魚 河工底 河工鳥 河工両爬哺 河工昆 河工植 河工基

維持管理フェーズ 河管魚 河管底 河管鳥 河管両爬哺 河管昆 河管植 河管基

コスト縮減等 河コ魚 河コ底 河コ鳥 河コ両爬哺 河コ昆 河コ植 河コ基

計画策定フェーズ ダ計魚 ダ計底 ダ計鳥 ダ計両爬哺 ダ計昆 ダ計植 ダ計プ ダ計基

工事実施フェーズ ダ工魚 ダ工底 ダ工鳥 ダ工両爬哺 ダ工昆 ダ工植 ダ工プ ダ工基

維持管理フェーズ ダ管魚 ダ管底 ダ管鳥 ダ管両爬哺 ダ管昆 ダ管植 ダ管プ ダ管基

コスト縮減等 ダコ魚 ダコ底 ダコ鳥 ダコ両爬哺 ダコ昆 ダコ植 ダコプ ダコ基

河川水辺の国勢調査の対象とする分類群等

ダム事業

河川事業

事業フェーズ等

 

 

○各フェーズ別の河川水辺の国勢調査の活用事例 

 以下の表の情報は、アンケートの回答者の選考をするに活用して頂く目的で提供するものです。アン

ケートに回答するに際しては、以下の内容にとらわれる必要は全くありません。 

 

 表２ 各フェーズにおける「河川水辺の国勢調査」（表中では「水国」と略称）結果の活用事例 

河川管理の各フェーズ 河川水辺の国勢調査の活用事例 

計画策定 
フェーズ 

河川整備計画等の計画策
定 

水国による生息域分布情報を、河川整備計画等において保
全すべき区域とする場所の設定に活用 

工事による貴重種等への
影響可能性の事前評価 

水国による生息域分布情報を、重要な生息場の回避、工事
時期の適正化等に活用 

工事実施 
フェーズ 

保全対策の立案 水国による生息地分布情報から、生息に適した環境条件を
把握し、保全対策に活用 

河川敷の占用許可、工作物
の設置の許可 

水国による生息域分布情報をもとに、重要な生息場の占用
等の許可を判断 

河川事業 

維持管理 
フェーズ 
 河川の樹木管理 水国の結果から樹木による河道の疎通能力の阻害状況を

把握し対策に反映 

計画策定 
フェーズ 

事業計画の策定・環境影響
評価等 

水国による生息域分布情報を、新設ダムの計画策定におけ
る回避・保全すべき場所の設定や環境影響評価におけるダ
ム完成後の環境変化の予測に活用 

工事による貴重種等への
影響可能性の事前評価 

ダムの建設工事や管理ダムの周辺環境整備等の工事にお
いて、水国による生息域分布情報を、重要な生息場の回避、
工事時期の適正化等に活用 

工事実施 
フェーズ 

保全対策の立案 ダムの建設工事や管理ダムの周辺環境整備等の工事にお
いて、水国による生息地分布情報から、生息に適した環境
条件を把握し、保全対策に活用 

貯水池管理 水国によるプランクトンデータを元に水質対策の検討、オ
オクチバス等外来魚の侵入防止策の検討に活用 

ダム事業 

維持管理 
フェーズ 

湖面利用の環境配慮 水国による水鳥飛来情報を踏まえたボート等湖面利用の
制限や環境配慮、ワカサギ等魚類の生息状況を踏まえた釣
り等湖面利用方法の検討に活用 
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■各回答者用の回答要領 

(1)エクセルシートの操作 

 都道府県本庁から分担を割り当てられたそれぞれのアンケート回答者の方が、アンケートに回答する

に際しての回答要領を以下に示します。 

回答用紙として、別添のエクセルシートに４つのシートがついています。本庁等で指定する回答者の割

り当てに従い、以下のシートの中から担当部分に対応するものを選んでお答え下さい。 

①「計画フェーズ」の回答･･･････････「県α計-分類群名-事務所名」のシートを使用 

②「工事フェーズ」の回答･･･････････「県α工-分類群名-事務所名」のシートを使用 

③「管理フェーズ」の回答･･･････････「県α管-分類群名-事務所名」のシートを使用 

④「コスト縮減等」の回答･･･････････「県αコ-分類群名-事務所名」のシートを使用 

なお、回答様式は、各分類群（魚類、底生動物、・・）で共通です。複数の分類群についての回答を担

当される方は、シートをコピーしてお使い下さい。 

シート名については、先頭の「県」の字を貴都道府県名に変更し、さらに前頁の表１に記した略号と

事務所名等の略称（荒川上流河川事務所を「荒上」、淀川ダム統合管理事務所を「淀ダム統」等、適宜簡

略化したもの）をハイフン（「-」記号）でつなげたものに変更して下さい。 

例えば、仮に東京都の第一建設事務所が、「河川」における「魚類」・「底生動物」の「計画フェーズ」・

「コスト縮減等」と、「ダム」における「動植物プランクトン」の「計画フェーズ」のアンケートへの回

答を担当したとした場合、1)「東京河計魚-第一」、2)「東京河計底-第一」、3)「東京河コ魚-第一」、4)

「東京河コ底-第一」、5) 「東京ダ計プ-第一」の５つのシートに回答を記入したものを、本庁等を通じ

て関係地方整備局経由で提出頂くことになります。この場合には、配布されたエクセルシート中の「工

事フェーズ」及び「管理フェーズ」用のシートは提出不要ですので、提出に際して削除して下さい。ま

た、回答用のシートを作成する際には、「計画フェーズ」用のシートを 2 回、「コスト縮減等」用のシー

トを 1回コピーして頂くことになります。 

 

(2)回答に際しての留意事項 

アンケートにおける質問は、自由記述式のものが主体となっています。年度末の忙しい時期の中、大

変お手数をおかけしますが、今後の河川水辺の国勢調査の方向・内容を定めていく上での重要な調査で

すので、回答者として選ばれた方におかれては、十分考えて頂いた上で、自由記述欄にもできるだけ回

答を書き込んで頂きますようお願い致します。 

 

(3)提出頂いた回答の扱い 

お送り頂きました回答結果については、内容を集計・整理したものを、学識経験者で構成される「河

川水辺の国勢調査改善検討委員会」に提出致します。「河川水辺の国勢調査改善検討委員会」への提出資

料は、ホームページ上で公開する予定です。この委員会資料等において、アンケート回答者の個人名を

出すことは致しませんが、場合によっては、今後フォローアップの質問等をさせて頂く可能性はありま

す。 

それでは、どうぞ宜しくお願い致します。 
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1
/
4

【
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー
ズ
】
　

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属
（
課
名
ま
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

6
回
答
対
象
分
類
群

①
魚
類

②
底
生
動
物

③
鳥
類

④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

⑤
陸
上
昆
虫
類

⑥
植
物

⑦
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

⑧
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

7
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー

ズ
に
お
け
る
河
川
水

辺
の
国
勢
調
査
の
活

用
に
関
す
る
質
問

①
貴
重
種
等
の
生
息
箇
所
を
工
事
実
施
予
定
地
等
に
含
め
て
し
ま
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

②
貴
重
種
の
生
息
範
囲
の
分
布
や
移
植
適
地
が
わ
か
ら
な
く
な
る
等
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
方
策
の
検
討
・
実
施
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

③
住
民
、
N
P
O
等
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
等
に
よ
り
河
川
管
理
者
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

④
生
態
学
者
等
と
の
間
で
の
情
報
交
換
が
少
な
く
な
り
環
境
保
全
上
重
要
な
情
報
を
把
握
し
損
な
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑤
特
定
外
来
種
等
の
防
除
が
適
切
に
で
き
な
く
な
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑥
事
業
の
実
施
が
遅
延
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑦
事
業
費
が
増
大
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（
5
年
に
1
回
、
1
0
年
に
1
回
等
）
が
現
在
よ
り
密
で
あ
れ
ば
、
外
来
種
の
拡
大
状
況
な
ど
よ
り
新
し
い
デ
ー
タ
を
用
い
て
計
画
に
反
映
で
き
た

②
年
間
の
調
査
回
数
が
現
在
よ
り
多
け
れ
ば
、
重
要
種
等
の
生
息
・
繁
殖
時
期
を
よ
り
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
計
画
に
反
映
で
き
た

③
調
査
地
区
数
が
現
在
よ
り
多
け
れ
ば
、
計
画
対
象
地
区
に
近
い
重
要
種
の
有
無
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
て
こ
れ
を
計
画
に
反
映
で
き
た

④
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
以
外
の
河
川
環
境
調
査
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
て
検
索
し
や
す
く
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

⑥
そ
の
他
（
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
活
用
で
き
た
か
に
つ
い
て
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

8
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
の
価
値
（
便
益
）
に

関
す
る
質
問

①
1
0
%
以
上

②
3
%
程
度

③
1
%
程
度

④
0
.3
%
程
度

⑤
0
.1
%
程
度

⑥
0
.0
3
%
程
度

0
.0
1
%
以
下

⑧
そ
の
他
（
具
体
的
に
右
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

9
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
を
活
用
し
た
分
析

手
法
に
関
す
る
質
問

①
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る

②
手
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

③
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

④
手
法
は
知
っ
て
お
り
適
用
性
も
あ
る
と
思
う

⑤
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
な
い
と
思
う

質
問
（
1
-
2
)　
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
た
方
の
み
】
上
で
記
入
頂
い
た
例
に
お
い
て
、
も
し
も
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
以
下
の
各
項
目
に
つ
い
て
該
当
す
る
欄
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
→
こ
の
質
問
に
答
え
た
ら
、
次
は
質
問
(2
)に
進
ん
で
下
さ
い
。

④
河
川
水
辺
の
国

勢
調
査
調
査
費
の

分
安
く
済
む

質
問
（
3
) 
【
全
員
回
答
】
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
の
価
値
（
便
益
）
は
、
あ
な
た
の
事
務
所
等
の
工
事
費
に
対
し
て
ど
の
程
度

の
割
合
だ
と
思
い
ま
す
か
（
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
だ
け
で
は
な
く
、
工
事
や
管
理
等
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
も
含
め
て
お
答
え
下
さ
い
）
。
あ
な
た
の

感
覚
に
最
も
近
い
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
「
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
場
合
に
は
、
具
体
的
な
数
値
等
を
空
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
1
-
3
) 
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
み
】
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー
ズ
で
活
用
で
き
た
と
思
い
ま
す

か
。
以
下
の
①
～
⑥
に
つ
い
て
該
当
す
る
項
目
全
て
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

⑤
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
場
面
が
な
か
っ
た
（
例
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
よ
う
な
計
画
が
近
年
な
か
っ
た
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
以
外
の
河

川
環
境
調
査
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
で
足
り
た
な
ど
）

質
問
（
4
) 
【
全
員
回
答
】
確
認
種
全
体
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
手
法
（
例
：
各
調
査
地
点
で
の
確
認
種
数
、
個
体
数
等
を
利
用
し
て
多
様
度
指
数
を
算
定
）
に

つ
い
て
、
選
択
肢
の
中
の
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
1
又
は
4
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手
法
を
適
用
し
た
の

か
、
又
は
適
用
性
が
あ
る
と
思
う
の
か
、
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

　
こ
こ
で
の
「
計
画
策
定
」
と
は
、
「
河
川
整
備
基
本
方
針
・
河
川
整
備
計
画
の
策
定
」
、
「
個
別
地
区
の
事
業
（
治
水
事
業
、
自
然
再
生
事
業
等
）
・
災
害
復
旧
事
業
（
激
特
等
の
大
規

模
事
業
を
含
む
）
等
に
お
け
る
計
画
策
定
及
び
工
事
実
施
の
た
め
の
調
査
・
設
計
」
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
や
近
隣
の
新
規
建
設
ダ
ム
に
か
か
る
事
業
計

画
の
策
定
・
環
境
影
響
評
価
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
活
用
に
関
し
て
回
答
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
活
用
す
る
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
に
は
河
川
環
境
情
報
図
を
含
み
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
つ
い
て
も
同
じ
）
。

質
問
（
2
) 
 【
全
員
回
答
】
で
き
る
だ
け
調
査
費
全
体
の
経
費
は
増
や
さ
な
い
で
、
計
画
策
定
の
フ
ェ
ー
ズ
で
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

行
う
方
策
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
れ
ば
下
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
1
)　
計
画
策
定
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を
行
っ
た
の
か
具

体
的
に
お
答
え
く
だ
さ
い
（
対
象
河
川
、
時
期
、
方
法
、
活
用
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
変
更
さ
れ
た
こ
と
等
可
能
な
範
囲
で
具
体
的
に
ご
記
入
下
さ
い
）
。

ま
た
、
参
考
資
料
等
が
あ
れ
ば
別
途
付
し
て
下
さ
い
。

　
→
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
回
答
せ
ず
質
問
(1
-
3
)へ

　
[回
答
例
]　
河
川
整
備
計
画
の
作
成
の
際
に
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
一
枚
の
図
に
整
理
し
た
河
川
環
境
情
報
図
を
、
重
要
な
生
息
場
を
回
避
し
た
位
置
に
河
道
を
設

定
し
た
り
、
積
極
的
な
保
全
措
置
を
講
じ
る
べ
き
区
域
を
定
め
た
り
す
る
作
業
に
活
用
し
た
。

　
（
事
例
１
）
　
○
○
水
系
（
○
○
県
）
に
お
け
る
哺
乳
類
調
査
の
結
果
か
ら
、
○
○
川
下
流
部
の
高
水
敷
草
地
で
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
を
確
認
し
た
た
め
、
河
川
整
備
計
画
の
検
討
に

お
い
て
貴
重
種
と
し
て
取
り
扱
い
、
事
業
に
よ
る
影
響
を
極
力
小
さ
く
す
る
た
め
繁
殖
期
を
避
け
事
業
を
実
施
す
る
計
画
と
し
た
。

　
（
事
例
２
）
　
○
○
ダ
ム
の
環
境
影
響
予
測
に
お
い
て
、
ダ
ム
完
成
後
の
ダ
ム
湖
に
生
息
す
る
魚
類
・
鳥
類
の
予
測
に
、
周
辺
管
理
ダ
ム
（
△
△
、
□
□
、
☆
☆
ダ
ム
）
の
河
川
水
辺

の
国
勢
調
査
の
結
果
を
用
い
て
、
予
測
評
価
を
行
っ
た
。

直
轄
の
河
川
・
ダ
ム
用
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
用

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

こ
の
シ
ー
ト
で
回
答
す
る
分
類
群
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
＜
複
数
の
分
類
群
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
合
は
、
本
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
、
分
類
群
毎
に
回
答
し
て
下
さ
い
＞
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2
/
4

【
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー
ズ
】
　

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属
（課
名
ま
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

6
回
答
対
象
分
類
群

①
魚
類

②
底
生
動
物

③
鳥
類

④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

⑤
陸
上
昆
虫
類

⑥
植
物

⑦
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

⑧
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

7
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー

ズ
に
お
け
る
河
川
水

辺
の
国
勢
調
査
の
活

用
に
関
す
る
質
問

①
貴
重
種
等
の
生
息
箇
所
を
工
事
実
施
予
定
地
等
に
含
め
て
し
ま
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

②
貴
重
種
の
生
息
範
囲
の
分
布
や
移
植
適
地
が
わ
か
ら
な
く
な
る
等
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
方
策
の
検
討
・実
施
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

③
住
民
、
N
P
O
等
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
等
に
よ
り
河
川
管
理
者
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

④
生
態
学
者
等
と
の
間
で
の
情
報
交
換
が
少
な
く
な
り
環
境
保
全
上
重
要
な
情
報
を
把
握
し
損
な
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑤
特
定
外
来
種
等
の
防
除
が
適
切
に
で
き
な
く
な
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑥
事
業
の
実
施
が
遅
延
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑦
事
業
費
が
増
大
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（5
年
に
1回
、
1
0
年
に
1回
等
）
が
現
在
よ
り
密
で
あ
れ
ば
、
重
要
種
の
有
無
に
関
す
る
よ
り
新
し
い
情
報
を
把
握
す
る
な
ど
に
よ
り
適
切
な
工
事
に
反
映
で
き
た

②
年
間
の
調
査
回
数
が
現
在
よ
り
多
け
れ
ば
、
重
要
種
等
の
生
息
・
繁
殖
時
期
を
よ
り
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
工
事
に
反
映
で
き
た

③
調
査
地
区
数
が
現
在
よ
り
多
け
れ
ば
、
工
事
実
施
地
区
に
よ
り
近
い
デ
ー
タ
を
工
事
に
反
映
で
き
た

④
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
以
外
の
河
川
環
境
調
査
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
て
検
索
し
や
す
く
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

⑥
そ
の
他
（
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
活
用
で
き
た
か
に
つ
い
て
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

8
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
の
価
値
（便
益
）
に

関
す
る
質
問

①
1
0
%
以
上

②
3%
程
度

③
1
%程
度

④
0
.3
%
程
度

⑤
0.
1
%程
度

⑥
0
.0
3%
程
度

0.
0
1%
以
下

⑧
そ
の
他
（
具
体
的
に
右
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

9
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
を
活
用
し
た
分
析

手
法
に
関
す
る
質
問

①
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る

②
手
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

③
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

④
手
法
は
知
っ
て
お
り
適
用
性
も
あ
る
と
思
う

⑤
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
な
い
と
思
う

⑤
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
場
面
が
な
か
っ
た
（
例
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
よ
う
な
工
事
が
近
年
な
か
っ
た
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
以
外
の
河
川
環
境
調
査
デ
ー

タ
を
使
用
す
る
こ
と
で
足
り
た
な
ど
）

直
轄
の
河
川
・
ダ
ム
用
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
用

質
問
（
2
) 
 【
全
員
回
答
】
で
き
る
だ
け
調
査
費
全
体
の
経
費
は
増
や
さ
な
い
で
、
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー
ズ
で
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
行
う
方
策
に
つ

い
て
ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
れ
ば
下
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
3
) 
【
全
員
回
答
】
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
の
価
値
（
便
益
）
は
、
あ
な
た
の
事
務
所
等
の
工
事
費
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
割
合
だ
と
思
い

ま
す
か
（
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
策
定
や
管
理
等
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
も
含
め
て
お
答
え
下
さ
い
）
。
あ
な
た
の
感
覚
に
最
も
近
い
も
の
に
○

を
つ
け
て
下
さ
い
。
「
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
場
合
に
は
、
具
体
的
な
数
値
等
を
空
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
4
) 
【
全
員
回
答
】
確
認
種
全
体
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
手
法
（
例
：
各
調
査
地
点
で
の
確
認
種
数
、
個
体
数
等
を
利
用
し
て
多
様
度
指
数
を
算
定
）
に
つ
い
て
、
選
択
肢

の
中
の
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
1
又
は
4
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手
法
を
適
用
し
た
の
か
、
又
は
適
用
性
が
あ
る
と
思
う
の

か
、
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
1
-
3
) 
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
み
】
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー
ズ
で
活
用
で
き
た
と
思
い
ま
す
か
。
以
下
の
①
～

⑥
に
つ
い
て
該
当
す
る
項
目
全
て
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

質
問
（
1
)　
工
事
実
施
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を
行
っ
た
の
か
具
体
的
に
お
答
え
く

だ
さ
い
（
対
象
河
川
、
時
期
、
方
法
、
活
用
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
変
更
さ
れ
た
こ
と
等
可
能
な
範
囲
で
具
体
的
に
ご
記
入
下
さ
い
）
。
ま
た
、
参
考
資
料
等
が
あ
れ
ば
別

途
付
し
て
下
さ
い
。

　
→
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
回
答
せ
ず
質
問
(1
-
3
)へ

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

④
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
調
査
費
の
分
安
く
済
む

質
問
（
1
-
2
)　
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
た
方
の
み
】
上
で
記
入
頂
い
た
例
に
お
い
て
、
も
し
も
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
た

と
思
わ
れ
ま
す
か
。
以
下
の
各
項
目
に
つ
い
て
該
当
す
る
欄
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
→
こ
の
質
問
に
答
え
た
ら
、
次
は
質
問
(2
)に
進
ん
で
下
さ
い
。

こ
の
シ
ー
ト
で
回
答
す
る
分
類
群
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
＜
複
数
の
分
類
群
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
合
は
、
本
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
、
分
類
群
毎
に
回
答
し
て
下
さ
い
＞

河
川
改
修
事
業
や
河
川
環
境
整
備
事
業
等
に
伴
う
河
道
掘
削
工
事
、
護
岸
工
事
、
水
制
設
置
工
事
、
ダ
ム
事
業
の
建
設
工
事
や
管
理
ダ
ム
の
周
辺
環
境
整
備
に
伴
う
工
事
な
ど
の
施
工
段
階
に
お
け

る
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
活
用
に
関
し
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
[回
答
例
]　
河
川
工
事
の
実
施
に
際
し
て
、
工
事
予
定
区
域
内
の
貴
重
植
物
の
有
無
の
事
前
確
認
、
移
植
適
地
の
選
定
、
工
事
時
期
の
適
正
化
（
産
卵
期
を
回
避
す
る
等
）
に
活
用
し
た
。

（
事
例
１
）○
○
川
（○
○
県
）
に
お
い
て
、
植
物
調
査
の
結
果
か
ら
フ
ト
チ
ス
ジ
ノ
リ
（環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
）が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改
修
計
画
に
お
い
て
浚
渫
範
囲
の
変
更
を
行
っ

た
。
（
事
例
２
）激
特
事
業
等
の
治
水
事
業
に
伴
う
生
物
へ
の
配
慮
事
項
を
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
工
事
フ
ェ
ー
ズ
で
生
物
へ
の
配
慮
事
項
を
踏
ま
え
て
施
工
時
期
を

設
定
し
た
。

（
事
例
３
）○
○
ダ
ム
（
○
○
県
）
に
お
い
て
、
落
石
対
策
工
事
予
定
地
近
傍
に
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
で
ヤ
マ
セ
ミ
の
営
巣
箇
所
を
確
認
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
樹
木
伐
採
範
囲
の
縮
小
を
行
っ
た
。
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3
/
4

【
維
持
管
理
の
フ
ェ
ー
ズ
】
　

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属
（
課
名
ま
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

6
回
答
対
象
分
類
群

①
魚
類

②
底
生
動
物

③
鳥
類

④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

⑤
陸
上
昆
虫
類

⑥
植
物

⑦
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

⑧
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

7
維
持
管
理
の
フ
ェ
ー

ズ
に
お
け
る
河
川
水

辺
の
国
勢
調
査
の
活

用
に
関
す
る
質
問

①
貴
重
種
等
の
生
息
箇
所
を
工
事
実
施
予
定
地
等
に
含
め
て
し
ま
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

②
貴
重
種
の
生
息
範
囲
の
分
布
や
移
植
適
地
が
わ
か
ら
な
く
な
る
等
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
方
策
の
検
討
・
実
施
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

③
住
民
、
N
P
O
等
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
等
に
よ
り
河
川
管
理
者
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

④
生
態
学
者
等
と
の
間
で
の
情
報
交
換
が
少
な
く
な
り
環
境
保
全
上
重
要
な
情
報
を
把
握
し
損
な
う
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑤
特
定
外
来
種
等
の
防
除
が
適
切
に
で
き
な
く
な
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑥
事
業
の
実
施
が
遅
延
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

④
無
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

⑦
事
業
費
が
増
大
す
る
可
能
性

①
高
い
可
能
性
で
あ
っ
た

②
十
分
あ
っ
た

③
低
か
っ
た

⑤
わ
か
ら
な
い

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（
5
年
に
1
回
、
1
0
年
に
1
回
等
）
が
現
在
よ
り
密
で
あ
れ
ば
、
外
来
種
の
侵
入
拡
大
等
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
前
に
適
切
な
維
持
管
理
が
で
き
た

②
年
間
の
調
査
回
数
が
現
在
よ
り
多
け
れ
ば
、
重
要
種
等
の
生
息
・
繁
殖
時
期
を
よ
り
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
維
持
管
理
で
き
た

③
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
調
査
と
維
持
管
理
と
の
担
当
部
局
間
で
、
デ
ー
タ
の
共
有
を
図
れ
ば
よ
か
っ
た

⑥
そ
の
他
（
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
活
用
で
き
た
か
に
つ
い
て
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

8
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
の
価
値
（
便
益
）
に

関
す
る
質
問

①
1
0
%
以
上

②
3
%
程
度

③
1
%
程
度

④
0
.3
%
程
度

⑤
0
.1
%
程
度

⑥
0
.0
3
%
程
度

0
.0
1
%
以
下

⑧
そ
の
他
（
具
体
的
に
右
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

9
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
を
活
用
し
た
分
析

手
法
に
関
す
る
質
問

①
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る

②
手
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

③
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

④
手
法
は
知
っ
て
お
り
適
用
性
も
あ
る
と
思
う

⑤
手
法
は
知
っ
て
い
る
が
適
用
性
は
な
い
と
思
う

直
轄
の
河
川
・
ダ
ム
用
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
用

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

⑤
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
場
面
が
な
か
っ
た
（
例
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
以
外
の
河
川
環
境
調
査
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
で
足
り
た
な
ど
）

④
占
用
許
可
や
伐
採
等
の
対
象
と
な
る
箇
所
に
は
重
要
種
等
が
存
在
し
な
い
た
め
、
特
に
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
使
う
必
要
が
な
か
っ
た

質
問
（
1
)　
維
持
管
理
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を
行
っ
た
の
か
具
体
的
に

お
答
え
く
だ
さ
い
（
対
象
河
川
、
時
期
、
方
法
、
活
用
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
変
更
さ
れ
た
こ
と
等
可
能
な
範
囲
で
具
体
的
に
ご
記
入
下
さ
い
）
。
ま
た
、
参
考
資
料

等
が
あ
れ
ば
別
途
付
し
て
下
さ
い
。

　
→
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
回
答
せ
ず
質
問
(1
-
3
)へ

質
問
（
1
-
3
) 
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
み
】
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
維
持
管
理
の
フ
ェ
ー
ズ
で
活
用
で
き
た
と
思
い
ま
す
か
。
以
下

の
①
～
⑤
に
つ
い
て
該
当
す
る
項
目
全
て
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

こ
の
シ
ー
ト
で
回
答
す
る
分
類
群
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
＜
複
数
の
分
類
群
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
合
は
、
本
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
、
分
類
群
毎
に
回
答
し
て
下
さ
い
＞

河
川
占
有
・
許
可
工
作
物
の
許
認
可
、
除
草
・
樹
木
伐
採
、
河
川
構
造
物
の
維
持
・
修
繕
、
ダ
ム
管
理
な
ど
の
「
維
持
管
理
」
に
お
け
る
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
活
用
に
関
し
て
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。

質
問
（
4
) 
【
全
員
回
答
】
確
認
種
全
体
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
手
法
（
例
：
各
調
査
地
点
で
の
確
認
種
数
、
個
体
数
等
を
利
用
し
て
多
様
度
指
数
を
算
定
）
に
つ
い
て
、

選
択
肢
の
中
の
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
1
又
は
4
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手
法
を
適
用
し
た
の
か
、
又
は
適
用
性
が

あ
る
と
思
う
の
か
、
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
2
) 
 【
全
員
回
答
】
で
き
る
だ
け
調
査
費
全
体
の
経
費
は
増
や
さ
な
い
で
、
維
持
管
理
の
フ
ェ
ー
ズ
で
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
行
う
方

策
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
れ
ば
下
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

質
問
（
3
) 
【
全
員
回
答
】
こ
の
分
類
群
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
の
価
値
（
便
益
）
は
、
あ
な
た
の
事
務
所
等
の
工
事
費
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
割
合

だ
と
思
い
ま
す
か
（
維
持
管
理
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
策
定
や
工
事
実
施
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
便
益
も
含
め
て
お
答
え
下
さ
い
）
。
あ
な
た
の
感
覚
に

最
も
近
い
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。
「
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
場
合
に
は
、
具
体
的
な
数
値
等
を
空
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

　
[回
答
例
]　
河
川
占
用
・
許
可
工
作
物
の
許
認
可
の
判
断
の
際
や
、
除
草
・
樹
木
伐
採
の
際
に
、
重
要
な
生
息
場
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
た
。

（
事
例
１
）
累
次
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
、
河
道
内
の
砂
州
に
木
が
生
え
て
樹
林
化
す
る
現
象
が
各
地
の
河
川
で
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（
H
2
0
年
度
に

は
、
H
1
9
年
度
に
河
川
環
境
基
図
を
作
成
し
た
1
8
河
川
中
1
7
河
川
で
木
本
類
の
増
加
を
確
認
）
。
樹
林
化
が
進
行
す
る
と
、
洪
水
時
の
河
川
の
疎
通
能
力
が
低
下
し
て
、
水
害
が
起
き
や
す
く
な

る
こ
と
か
ら
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
と
り
ま
と
め
結
果
を
各
地
方
整
備
局
に
送
付
し
、
注
意
喚
起
し
た
。

（
事
例
２
）
ダ
ム
の
日
常
管
理
や
放
流
操
作
に
お
い
て
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
検
討
に
活
用
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

1
) 
ダ
ム
湖
に
お
け
る
鳥
類
の
飛
来
地
へ
の
配
慮
と
し
て
ボ
ー
ト
等
湖
面
利
用
の
制
限
を
実
施
し
た

2
) 
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
よ
り
オ
オ
ク
チ
バ
ス
等
外
来
魚
の
侵
入
が
確
認
・
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
防
止
策
の
検
討
や
関
係
機
関
へ
の
協
力
依
頼
に
活
用
し
た

3
) 
ワ
カ
サ
ギ
等
魚
類
の
生
息
状
況
を
踏
ま
え
た
釣
り
等
湖
面
利
用
方
法
の
検
討
に
活
用
し
た

4
) 
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
よ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
デ
ー
タ
を
元
に
貯
水
池
の
水
質
対
策
の
検
討
を
行
っ
た

5
) 
ダ
ム
下
流
の
底
生
動
物
デ
ー
タ
か
ら
、
ダ
ム
下
流
河
川
環
境
改
善
の
た
め
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
操
作
の
検
討
を
実
施
し
た
、
等

質
問
（
1
-
2
)　
 【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
た
方
の
み
】
上
で
記
入
頂
い
た
例
に
お
い
て
、
も
し
も
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
生
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
以
下
の
各
項
目
に
つ
い
て
該
当
す
る
欄
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
→
こ
の
質
問
に
答
え
た
ら
、
次
は
質
問
(2
)に
進
ん
で
下
さ
い
。

④
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
調
査
費
の
分
安
く
済
む

9
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N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属
（課
名
ま
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（ｅ
－
m
ai
l）

6
回
答
対
象
分
類
群

①
魚
類

②
底
生
動
物

③
鳥
類

④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

⑤
陸
上
昆
虫
類

⑥
植
物

⑦
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

⑧
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

7
コ
ス
ト
縮
減
に
質
す
る

改
善
に
関
す
る
質
問

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

②
年
間
の
調
査
回
数
、
時
期
を
減
ら
す

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

③
調
査
地
区
を
減
ら
す

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4.
す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

8
そ
の
他直
轄
の
河
川
・
ダ
ム
用

④
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（5
年
に
1回
、
1
0年
に
1

回
等
）を
長
く
す
る河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

④
調
査
対
象
を
絞
る
（
例
：
指
標
種
や
重

要
種
だ
け
を
調
査
す
る
。
調
査
項
目
（
例
え

ば
「構
造
物
調
査
」
）を
一
部
や
め
る
。
）

記
  
入
  
欄

質
問
(2
)　
以
上
の
他
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
一
層
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
ご
提
案
等
を
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
で
き
る
だ
け
1
つ
以
上
何
ら
か
の
提
案
等
を
お
願
い
し
ま
す
）

⑥
市
民
、
N
P
O
等
と
連
携
し
た
調
査
の
活

用
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
（
例
：
野
鳥
の
会
、

漁
協
） ⑥
で
1
. 又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
で
連
携
で
き
る
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

⑤
調
査
方
法
・同
定
作
業
の
効
率
化
（例
：

調
査
努
力
量
の
低
減
、
同
定
レ
ベ
ル
の
見

直
し
な
ど
）

⑤
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

こ
の
シ
ー
ト
で
回
答
す
る
分
類
群
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
＜
複
数
の
分
類
群
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
合
は
、
本
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
、
分
類
群
毎
に
回

答
し
て
下
さ
い
＞

質
問
(1
)　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
コ
ス
ト
を
減
ら
す
た
め
に
考
え
ら
れ
る
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
が
適
切
か
否
か

お
考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
①
～
⑥
の
各
項
目
ご
と
に
、
1
.～
5
.の
う
ち
最
も
近
い
ご
意
見
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）
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4
/
4

【
コ
ス
ト
縮
減
等
】
　

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属
（
課
名
ま
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

6
回
答
対
象
分
類
群

①
魚
類

②
底
生
動
物

③
鳥
類

④
両
生
類
・
爬
虫

類
・哺
乳
類

⑤
陸
上
昆
虫
類

⑥
植
物

⑦
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

⑧
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

7
コ
ス
ト
縮
減
に
質
す
る

改
善
に
関
す
る
質
問

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

②
年
間
の
調
査
回
数
、
時
期
を
減
ら
す

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

③
調
査
地
区
を
減
ら
す

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1.
す
べ
き
で
あ
る

2.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

8
そ
の
他

9
環
境
部
局
等
の
活

用
状
況

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
用

②
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
は
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い

④
自
分
が
欲
し
い
時
期
、
場
所
な
ど
の
デ
ー
タ
が
な
い

⑤
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
調
査
箇
所
に
お
け
る
水
位
、
水
質
等
の
デ
ー
タ
が
な
い

⑥
他
の
環
境
調
査
と
重
ね
合
わ
せ
た
利
用
が
で
き
な
い

⑦
そ
の
他
　
（
理
由
を
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

①
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
自
体
を
知
ら
な
い

③
デ
ー
タ
が
使
い
づ
ら
い
（
デ
ー
タ
形
式
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
）

質
問
(3
)　
河
川
管
理
担
当
以
外
の
部
局
（
環
境
部
局
等
）
に
お
い
て
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

具
体
的
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
例
：
環
境
基
図
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
等
の
作
成
等
）

　
→
活
用
事
例
の
な
い
場
合
は
、
回
答
せ
ず
に
質
問
(3
-
2
)へ

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

⑥
で
1
.又
は
2.
を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
が
連
携
で
き
る
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

質
問
(3
-
2
)　
【
質
問
(3
)で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
み
】
な
ぜ
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
以
下
の
①
～
⑤
に
つ
い
て
該
当
す
る
項
目
全

て
に
○
を
つ
け
て
回
答
し
て
下
さ
い
。

こ
の
シ
ー
ト
で
回
答
す
る
分
類
群
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
＜
複
数
の
分
類
群
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
合
は
、
本
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
、
分
類
群
毎
に
回

答
し
て
下
さ
い
＞

質
問
(1
)　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
コ
ス
ト
を
減
ら
す
た
め
に
考
え
ら
れ
る
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
が
適
切
か
否

か
お
考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
①
～
⑥
の
各
項
目
ご
と
に
、
1
.～
5
.の
う
ち
最
も
近
い
ご
意
見
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

質
問
(2
)　
以
上
の
他
、
一
層
効
率
的
・
効
果
的
に
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
ご
提
案
等
を
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
で

き
る
だ
け
1
つ
以
上
何
ら
か
の
提
案
等
を
お
願
い
し
ま
す
）

④
調
査
対
象
を
絞
る
（
例
：
指
標
種
や
重

要
種
だ
け
を
調
査
す
る
。
調
査
項
目
（
例
え

ば
「
構
造
物
調
査
」
）
を
一
部
や
め
る
。
）

⑥
市
民
、
N
P
O
等
と
連
携
し
た
調
査
の
活

用
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
（
例
：
野
鳥
の
会
、

漁
協
）⑤
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

⑤
調
査
方
法
・
同
定
作
業
の
効
率
化
（
例
：

調
査
努
力
量
の
低
減
、
同
定
レ
ベ
ル
の
見

直
し
な
ど
）

記
  
入
  
欄

④
で
1
. 又
は
2.
を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（
5
年
に
1
回
、
1
0
年
に
1

回
等
）
を
長
く
す
る
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研究者用                               

アンケート調査要領 

■アンケートの目的・概要 

本アンケート調査は、河川水辺の国勢調査（河川版・ダム湖版）について、調査手法の見直し等によ

るコスト縮減や、国交省以外の機関が実施している調査と連携した効率的・効果的なデータの利活用等

の改善方策を検討するにあたり、この調査の内容をよくご存じの方々や、関係する知見を有する方々か

らご意見やアイデアを頂くことを目的として行うものです。 

国土交通省では、「河川水辺の国勢調査」について、コスト縮減を図る一方で、調査結果を学術・教育

等の面で一層効果的にご活用頂けるように、調査内容（調査サイクル、調査回数・時期、調査地点、調

査対象、調査方法等）、調査結果のとりまとめ方及びデータ提供方法（データフォーマット、提供方法）

等の見直しについて検討しております。 

本調査は、上記見直しを検討するにあたっての参考とさせて頂くべく、「河川水辺の国勢調査」につい

て、貴方の研究活動における活用実績や、調査手法やデータの整備・提供方法等に係るご意見をお伺い

するものです。 

回答については、添付致しましたエクセルの様式を用いてご記入頂きますようお願いいたします。た

だし、そこに書ききれない内容や関連資料等がありましたら別途 PDF 又はワード等のファイルをお付け

頂いても結構です。  

 

■回答に際しての留意事項 

アンケートにおける質問は、自由記述式のものが主体となっています。年度末のお忙しい時期の中、

大変お手数をおかけしますが、今後の河川水辺の国勢調査の方向・内容を定めていく上での重要な調査

ですので、自由記述欄にも可能な範囲で回答を頂きますようお願い致します。 

 

■提出頂いた回答の扱い 

アンケートの回答結果については、内容を集計・整理したものを、学識経験者で構成される「河川水

辺の国勢調査改善検討委員会」に提出致します。「河川水辺の国勢調査改善検討委員会」への提出資料は、

ホームページ上で公開する予定です。この委員会資料等においては、アンケート回答者の専門分野を記

すことはあっても、所属名や個人名を記すことは致しません。今後、場合によっては、フォローアップ

の調査をさせて頂く可能性はあります。また、お答え頂いた内容を目的外に利用することは致しません。 

 

■(参考)河川水辺の国勢調査について 

国土交通省においては、全国直轄河川１０９水系の河川及び直轄・水機構管理ダムを中心に、河川・

ダム周辺で生息する生物種データ等の定期的、継続的、統一的な収集を行い、そのデータを河川・ダム

の整備や管理に際しての環境保全に活用すること等を目的として、「河川水辺の国勢調査」を実施してい

ます。 

河川水辺の国勢調査（河川版・ダム湖版）は、河川の整備・管理に活用されているほか、生物に興味

を持つ一般や研究者の方々にもご利用頂けるようホームページ(http://www5.river.go.jp/)で公開して

います。 
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1
/
2

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属

3
ご
専
門
の
分
野

4
ご
連
絡
先
（
電
話
）

5
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

6
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

7
留
意
事
項

【
魚
】
魚
類

【
底
】
底
生
動
物

【
鳥
】
鳥
類

【
両
爬
哺
】
両
生
類
・
爬

虫
類
・
哺
乳
類

【
昆
】
陸
上
昆
虫
類

【
植
】
植
物

8
現
状

9
活
用
可
能
性

①
調
査
地
点
数
は
絞
る
代
わ
り
に
調
査
サ
イ
ク
ル
（
水
中
系
5
年
に
1
回
、
陸
上
系
1
0
年
に
1
回
）
を
短
く
す
る

②
調
査
地
点
数
は
絞
る
代
わ
り
に
年
間
の
調
査
回
数
を
増
や
す

③
調
査
項
目
を
絞
り
込
む
代
わ
り
に
調
査
地
区
数
を
増
や
す

④
長
期
的
な
変
化
の
分
析
等
の
た
め
に
、
調
査
方
法
は
変
え
ず
に
現
行
の
方
法
を
継
続

⑤
調
査
実
施
時
の
天
候
・
水
位
・
調
査
会
社
名
等
の
メ
タ
デ
ー
タ
情
報
の
利
用
を
容
易
に
す
る

⑥
提
供
す
る
デ
ー
タ
形
式
を
充
実
さ
せ
る

⑦
デ
ー
タ
検
索
方
法
を
充
実
さ
せ
る

⑧
デ
ー
タ
表
示
方
法
を
充
実
さ
せ
る

）

⑨
標
本
管
理
を
充
実
（
期
間
の
延
長
な
ど
）
す
れ
ば
、
過
去
の
標
本
を
も
と
に
研
究
等
が
実
施
で
き
る

⑩
そ
の
他

［
自
由
記
述
欄
］
　
回
答
を
補
足
す
る
コ
メ
ン
ト
（
具
体
的
な
改
善
内
容
等
）
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

①
自
分
の
研
究
目
的
に
合
致
し
な
い
と
思
っ
た

④
研
究
で
用
い
る
調
査
デ
ー
タ
と
水
国
デ
ー
タ
と
の
調
査
時
期
・
地
区
が
合
致
し
な
い
と
思
っ
た

⑥
そ
の
他
　
（
理
由
を
下
の
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

質
問
(2
)　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
ど
の
よ
う
な
点
を
改
善
す
れ
ば
、
貴
方
の
研
究
や
授
業
等
で
使
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
以
下
の
①
～
⑩
に
つ
い
て
、
強
く

思
う
も
の
に
は
◎
、
や
や
思
う
も
の
に
つ
い
て
は
○
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
に
は
△
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
思
わ
な
い
も
の
に
は
▲
、
全
く
思
わ
な
い
も
の
に
は
×
、
不
明

の
も
の
に
は
？
を
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
下
の
自
由
記
述
欄
に
お
書
き
下
さ
い
。

⑤
ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
が
無
か
っ
た

研
究
者
用

【
プ
】
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の
み
）

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

質
問
(１
)　
こ
れ
ま
で
に
あ
な
た
の
研
究
や
授
業
等
で
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
場
合
は
、
水
国
の
ど
の
よ
う
な
結
果
（
デ
ー

タ
）
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
研
究
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
か
。
参
考
資
料
等
を
頂
く
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
別
途
付
し
て
下
さ
い
。

→
使
わ
れ
て
い
な
い
方
は
、
回
答
せ
ず
質
問
(1
-
2
)へ

【
基
】
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

③
デ
ー
タ
が
使
い
づ
ら
い
と
感
じ
た
た
め
（
デ
ー
タ
形
式
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
）

②
デ
ー
タ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

質
問
(1
-
2
)　
【
質
問
(1
)で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
み
】
使
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
お
教
え
頂
け
ま
す
か
？
以
下
の
①
～
⑥
に
つ
い
て
該
当
す
る
項
目
全
て
に
○
を
つ

け
て
回
答
し
て
下
さ
い
。

お
書
き
頂
く
記
述
内
容
か
ら
だ
け
で
は
指
摘
の
対
象
と
す
る
分
類
群
等
の
範
囲
が
不
明
な
場
合
に
は
、
下
記
の
調
査
分
類
群
名
も
し
く
は
略
称
（
【
魚
】
、
【
鳥
】
等
）
を
、
適

宜
、
指
摘
箇
所
の
冒
頭
部
等
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
例
：
【
魚
】
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
で
得
ら
れ
た
標
本
を
用
い
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
解
析
に
よ
り
、
系
統
進
化
の
研

究
を
実
施
）
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2
/
2

N
o
.

項
　
　
　
目

1
0
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能

性
に
関
す
る
ご
意

見

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

②
年
間
の
調
査
回
数
、
時
期
を
減
ら
す

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

③
調
査
地
区
を
減
ら
す

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
1
そ
の
他

質
問
(3
)　
以
上
の
ほ
か
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
一
層
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
ご
提
案
等
を
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
調
査
対
象
を
絞
る
（
例
：
指
標
種
や
重

要
種
だ
け
を
調
査
す
る
。
調
査
項
目
（
例

え
ば
「
構
造
物
調
査
」
）
を
一
部
や
め
る
。
）

④
で
1
又
は
.2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

⑤
調
査
方
法
・
同
定
作
業
の
効
率
化
（
例
：

調
査
努
力
量
の
低
減
、
同
定
レ
ベ
ル
の
見

直
し
な
ど
）

⑤
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

⑥
市
民
、
N
P
O
等
と
連
携
し
た
調
査
の
活

用
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
（
例
：
野
鳥
の
会
、

漁
協
） ⑥
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
が
連
携
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

研
究
者
用

質
問
(4
)　
国
等
の
予
算
が
厳
し
い
中
で
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
つ
い
て
も
コ
ス
ト
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
を
減
ら
す
た
め
に

考
え
ら
れ
る
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
案
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
が
適
切
か
否
か
お
考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
①
～
⑥
の
各
項
目
ご
と
に
、

1
.～
5
.の
う
ち
最
も
近
い
ご
意
見
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（
5
年
に
1
回
、
1
0
年
に
1

回
の
頻
度
で
調
査
）
を
長
く
す
る
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民間調査会社用                          

 

アンケート調査要領 

 

■アンケートの目的 

本調査は、河川水辺の国勢調査（河川版・ダム湖版）について、調査手法の見直し等によるコスト縮

減や、他省庁の調査と連携した効率的・効果的なデータの利活用等の改善方策を検討するに当たり、こ

の調査の内容をよくご存じの方々から意見やアイデアを頂くことを目的として行うものです。 

 

■調査対象者 

 直近（平成 18年度以降）に、河川水辺の国勢調査を調査業務の受注者として実施、または他の検討業

務の中で河川水辺の国勢調査成果を活用したことがある、民間調査会社の当該業務の管理技術者を対象

としています。今回回答をご依頼した方は、この基準にあてはまると国土交通省の各事務所等で判断し

た方です。回答にあたっては、現地調査を担当する技術者等の意見も可能な範囲で含めて回答していた

だければ幸いです。 

なお、同じ方が、複数の事務所等を通じて今回のアンケートへの回答依頼を受ける場合もあるかと思

います。この場合には、一人の技術者の方が複数の回答を作成する必要はありません。一つの回答を、

作成し、別ファイルの事務連絡文書に記した国土交通省本省の担当者宛に回答票(エクセルファイル)を

お送り下さい。回答票に記載しきれない内容や参考資料がある場合には、別途 PDF 又はワード等のファ

イルをお付け頂いても結構です。 

 

■回答作成要領 

下表に示す２つの視点・立場のそれぞれから、アンケートに回答頂きますようお願い致します。 

別添のエクセルファイルには３つのシートが入っています。お答え頂く視点・立場とシート名の関係に

ついては表－１を参照して下さい。 

なお、視点・立場の①と②について、別の方が答えた方が良いと思われる場合には、必要に応じて社内

の別の方に回付の上、回答を作成して頂いてもかまいません。 

依頼の必要に応じて今回のアンケートでは、河川水辺の国勢調査の管理技術者となっている方に基本的

に回答をお願いしておりますが、表－１中の②の視点・立場からの回答については、他に適切な方が社

内にいらっしゃる場合には、別の方にお答え頂くのでも結構です。 

 

表－１ 回答者の視点・立場と回答シートとの関係表 

視点・立場 視点・立場の補足説明 対応エクセルシート名

①国勢調査の実施主体として

の視点・立場 

河川水辺の国勢調査の現場調査・とりまとめ等

の業務を実際に実施する者の視点 

「国調調査者視点」 

「国調利用者視点」 ②国勢調査の成果の資料のユ

ーザーとしての視点・立場 

河川水辺の国勢調査以外の調査・検討業務の実

施に際して河川水辺の国勢調査結果（河川環境

情報図を含む）を利用する者の視点。 「国調コスト」 
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■回答期限、問い合わせ・回答先 

 別紙の依頼文書に記載の通りです。 

 

■回答に際しての留意事項 

アンケートにおける質問は、自由記述式のものが主体となっています。年度末のお忙しい時期の中、

大変お手数をおかけしますが、今後の河川水辺の国勢調査の方向・内容を定めていく上での重要な調査

ですので、回答者におかれては、自由記述欄にもできるだけ回答を書き込んで頂きますようお願い致し

ます。 

 

■提出頂いた回答の扱い 

お送り頂きました回答結果については、内容を集計・整理したものを、学識経験者で構成される「河

川水辺の国勢調査改善検討委員会」に提出致します。「河川水辺の国勢調査改善検討委員会」への提出資

料は、ホームページ上で公開する予定です。この委員会資料等において、アンケートに回答頂いた方の

所属社名や個人名を記すことは致しません。ただし、今後、場合によっては、フォローアップの調査を

させて頂く可能性はあります。また、お答え頂いた内容を目的外に利用することは致しません。 

それでは、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

■(参考)河川水辺の国勢調査について 

国土交通省においては、全国直轄河川１０９水系の河川及び直轄・水機構管理ダムを中心に、河川・

ダム周辺で生息する生物種データ等の定期的、継続的、統一的な収集を行い、そのデータを河川・ダム

の整備や管理に際しての環境保全に活用すること等を目的として、「河川水辺の国勢調査」を実施してい

ます。 

河川水辺の国勢調査（河川版・ダム湖版）は、河川の整備・管理に活用されているほか、生物に興味

を持つ一般や研究者の方々にもご利用頂けるようホームページ(http://www5.river.go.jp/)で公開して

います。 
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1
/
3

N
o
.

項
　
　
　
目

1
お
名
前

2
ご
所
属

3
ご
連
絡
先
（
電
話
）

4
ご
連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

5
ご
連
絡
先
（
ｅ
－
m
ai
l）

6
留
意
事
項

【
魚
】
魚
類

【
底
】
底
生
動
物

【
鳥
】
鳥
類

【
両
爬
哺
】
両
生
類
・
爬

虫
類
・
哺
乳
類

【
昆
】
陸
上
昆
虫
類

【
植
】
植
物

7

1
)現
地
調
査
計
画
策
定
へ
の
助
言

　
①
魚
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
②
底
生
動
物

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
③
鳥
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
⑤
陸
上
昆
虫
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
⑥
植
物

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

2
)調
査
・
同
定
精
度
確
保
へ
の
助
言

　
①
魚
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
②
底
生
動
物

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
③
鳥
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
⑤
陸
上
昆
虫
類

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

　
⑥
植
物

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

1
.十
分
で
あ
る

2
.十
分
で
な
い

【
具
体
的
な
内
容
】

【
改
善
点
】

　
④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

　
⑦
動
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の

み
）

質
問
（
1
-
4
）
　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
実
施
の
あ
り
方
や
結
果
の
整
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
他
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
例
：
「
考
察
様
式
」
は
自
由
記
入
形
式
で
あ
り
、
あ
ま
り
利
用
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か
ら
廃
止
し
て
は
ど
う
か
等
。
あ
る
い

は
、
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
も
他
業
務
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
重
要
種
の
確
認
状
況
の
経
年
的
な
整
理
・
考
察
の
項
目
を
、
考
察
様
式
に
加
え
て
は
ど

う
か
等
。
）

質
問
（
1
-
2
）
　
あ
な
た
が
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
調
査
主
体
と
し
て
調
査
結
果
の
整
理
・
と
り
ま
と
め
を
行
う
際
に
、
平
成
1
8
年
版
の
「
河
川
水
辺

の
国
勢
調
査
基
本
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
よ
り
も
、
合
理
化
・
効
率
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
調
査
項
目
、
作
業
内
容
等
は
あ

り
ま
す
か
。
あ
り
ま
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
回
答
し
て
下
さ
い
。
（
例
：
タ
ク
サ
の
見
直
し
に
よ
る
同
定
作
業
の
効
率
化
、
入
出
力
シ
ス
テ
ム
の

使
い
や
す
さ
の
向
上
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
善
等
）

　
⑧
河
川
・
ダ
ム
湖

環
境
基
図

【
具
体
的
な
内
容
】

民
間
調
査
会
社
用

【
基
】
河
川
・
ダ
ム
湖
環
境
基
図
（
陸
域
調
査
：
植
生
図
作
成
調
査
等
、
水
域
調
査
、
構
造
物
調
査
）

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

お
書
き
頂
く
記
述
内
容
か
ら
だ
け
で
は
指
摘
の
対
象
と
す
る
分
類
群
等
の
範
囲
が
不
明
な
場
合
に
は
、
下
記
の
調
査
分
類
群
名
も
し
く
は
略
称

（
【
魚
】
、
【
鳥
】
等
）
を
、
適
宜
、
指
摘
箇
所
の
冒
頭
部
等
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
例
：
【
魚
】
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
で
得
ら
れ
た
標
本
を
用
い
た
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
解
析
に
よ
り
、
系
統
進
化
の
研
究
を
実
施
）

【
改
善
点
】

　
④
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
の
調
査
主
体
と
し
て

の
、
調
査
実
施
、
と
り

ま
と
め
に
関
す
る
質
問

【
プ
】
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
ダ

ム
湖
の
み
）

質
問
（
1
-
1
）
　
あ
な
た
が
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
調
査
主
体
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
際
に
、
コ
ス
ト
が
大
き
く
増
大
し
な
い
範
囲
で
調
査
作
業
量
を

合
理
化
、
効
率
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
調
査
項
目
、
調
査
内
容
は
あ
り
ま
す
か
。
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
回
答
し
て
下
さ
い
。
（
例
：
哺
乳
類
調
査
の
ト

ラ
ッ
プ
調
査
数
を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
等
）

質
問
（
1
-
3
）
　
　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
実
施
に
あ
た
り
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
現
地
調
査
計
画
策
定
、
調
査
精
度
・
同
定

精
度
の
確
保
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
助
言
内
容
は
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
あ
な
た
の
お

考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
1
.～
2
.の
う
ち
最
も
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
項
目
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 ま
た
、
「
2
.十
分
で
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
は
、
十
分
で
な
い
具
体
的
な
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
も
踏
ま
え
、

助
言
が
十
分
で
な
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
改
善
点
の
具
体
的
な
ご
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
回
答
お
ね
が
い
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

　
⑧
河
川
・
ダ
ム
湖

環
境
基
図

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

【
改
善
点
】

　
⑦
動
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
（
ダ
ム
湖
の

み
）

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
具
体
的
な
内
容
】

【
改
善
点
】
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2
/
3

N
o
.

項
　
　
　
目

8

①
調
査
地
点
数
は
絞
る
代
わ
り
に
調
査
サ
イ
ク
ル
（
水
中
系
5
年
に
1
回
、
陸
上
系
1
0
年
に
1
回
）
を
短
く
す
る

②
調
査
地
点
数
は
絞
る
代
わ
り
に
年
間
の
調
査
回
数
を
増
や
す

③
調
査
項
目
を
絞
り
込
む
代
わ
り
に
調
査
地
区
数
を
増
や
す

④
長
期
的
な
変
化
の
分
析
等
の
た
め
に
、
調
査
方
法
は
変
え
ず
に
現
行
の
方
法
を
継
続

⑤
調
査
実
施
時
の
天
候
・
水
位
・
調
査
会
社
名
等
の
メ
タ
デ
ー
タ
情
報
の
利
用
を
容
易
に
す
る

⑥
提
供
す
る
デ
ー
タ
形
式
を
充
実
さ
せ
る

⑦
デ
ー
タ
検
索
方
法
を
充
実
さ
せ
る

⑧
デ
ー
タ
表
示
方
法
を
充
実
さ
せ
る

）

⑨
標
本
管
理
を
充
実
（
期
間
の
延
長
な
ど
）
す
れ
ば
、
過
去
の
標
本
を
も
と
に
研
究
等
が
実
施
で
き
る

⑩
そ
の
他

［
自
由
記
述
欄
］
　
回
答
を
補
足
す
る
コ
メ
ン
ト
（
具
体
的
な
改
善
内
容
等
）
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

質
問
(2
-
2
)　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
ど
の
よ
う
な
点
を
改
善
す
れ
ば
、
貴
方
の
研
究
や
授
業
等
で
使
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
以
下
の
①
～
⑩
に
つ
い
て
、
強
く
思
う
も

の
に
は
◎
、
や
や
思
う
も
の
に
つ
い
て
は
○
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
に
は
△
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
思
わ
な
い
も
の
に
は
▲
、
全
く
思
わ
な
い
も
の
に
は
×
、
不
明
の
も
の
に
は
？
を

つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
下
の
自
由
記
述
欄
に
お
書
き
下
さ
い
。

民
間
調
査
会
社
用

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

質
問
(2
-
1
)　
こ
れ
ま
で
に
あ
な
た
が
検
討
業
務
や
自
主
研
究
な
ど
を
実
施
し
た
際
に
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
活
用
し
た
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
場
合
は
、
河
川
水
辺
の
国

勢
調
査
の
ど
の
よ
う
な
結
果
（
デ
ー
タ
）
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
か
。
活
用
し
た
事
例
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
回
答
し
て
下
さ
い
。

→
活
用
事
例
が
な
い
場
合
は
、
回
答
せ
ず
質
問
（
2
-
1
-
2
）
へ

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
活

用
に
関
す
る
質
問
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3
/
3

N
o
.

項
　
　
　
目

8

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

②
年
間
の
調
査
回
数
、
時
期
を
減
ら
す

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

③
調
査
地
区
を
減
ら
す

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

1
.す
べ
き
で
あ
る

2
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
あ
る

3
.ど
ち
ら
か
と
い
う
と
す
べ
き
で
な
い

4
.す
べ
き
で
な
い

5
.分
か
ら
な
い

9
そ
の
他

質
問
(3
)　
以
上
の
ほ
か
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
を
一
層
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
ご
提
案
等
を
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
活

用
に
関
す
る
質
問

④
調
査
対
象
を
絞
る
（
例
：
指
標
種
や
重

要
種
だ
け
を
調
査
す
る
。
調
査
項
目
（
例

え
ば
「
構
造
物
調
査
」
）
を
一
部
や
め
る
。
）

④
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

⑤
調
査
方
法
・
同
定
作
業
の
効
率
化
（
例
：

調
査
努
力
量
の
低
減
、
同
定
レ
ベ
ル
の
見

直
し
な
ど
）

⑤
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
の
調
査
又
は
作
業
を
絞
れ
ば
よ
い
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

質
問
(2
-
3
)　
国
等
の
予
算
が
厳
し
い
中
で
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
つ
い
て
も
コ
ス
ト
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
を
減
ら
す
た
め

に
考
え
ら
れ
る
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
案
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
が
適
切
か
否
か
お
考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
①
～
⑥
の
各
項
目
ご
と

に
、
1
.～
5
.の
う
ち
最
も
近
い
ご
意
見
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑥
市
民
、
N
P
O
等
と
連
携
し
た
調
査
の
活

用
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
（
例
：
野
鳥
の
会
、

漁
協
） ⑥
で
1
.又
は
2
.を
選
ん
だ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
が
連
携
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
お
答
え
下
さ
い
。

民
間
調
査
会
社
用

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
河
川
版
・
ダ
ム
湖
版
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

記
  
入
  
欄

①
調
査
サ
イ
ク
ル
（
5
年
に
1
回
、
1
0
年
に
1

回
等
）
を
長
く
す
る
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